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令和５年度 墨田区立外手小学校 経営計画書 
 

                                    校長名   柿沼 広美   

学 校 目 標 
「世界へ か・が・や・け 外手の子」 

 かんがえる子、がんばる子、やさしい子、けんこうな子 

目指す学校像 

・子や孫を通わせたい学校 

保護者や地域の方々が自分の子や孫を通わせたいと思っていただける学校を目指します。

そのためにまず安全で安心な教育環境を整えます。その中で児童に「知・特・体」をしっ

かり身に付けさせ、全ての児童が輝く学校づくりをします。 

目指す子供像 

・自分もひとも大切にできる子 

自他の生命を尊重し、思いやりをもって他者に接することのできる子を育成します。自分

を大切にすることは心身の健康を保持増進すること、夢や希望をもって生きること、自己

実現を目指すことの礎です。ひとを大切にすることは思いやりを地域へ世界へと広げて社

会性の礎とし、自然愛護、環境保護、人権尊重の精神の涵養につなげます。 

目指す教師像 

・使命感のある教師 

児童のことを第一に考えて職務に取り組み、自らの指導力を向上させ、努力を惜しまず仲

間と支え合い協力する教師を目指します。 

 

項

目 
取組目標 取組指標 成果指標 

各 

教 

科 

指 

導 

等 

確かな学力を育てるための、分かりやす

い授業の実施等 

◯タブレット端末を効果的に活用した授

業を毎日実施、個別最適な学びを追求 

◯国語算数の基礎基本定着 

○実態に応じた単元計画と授業改善 

◯デジタルコンテンツの適切な活用 

ロイロミライシードドリルパークまる

ぐらんどスピーキングクエストよむＹ

ＯＭＵワークシートふりかえりシート

東京ベーシックドリル等  

◯授業が分かりやすいと回答する児

童 80％以上 

◯各単元における学習内容理解度

80％以上 

特別な支援を必要とする子供に対して

の、組織的な支援等 

 

◯学校全体の特別支援の理解促進 

○支援を必要とする児童への援助策の検

討、保護者支援、面談等による理解促進、

進路指導等 

○「連携型個別支援計画」の実施活用 

◯特別支援コーディネーターの指導育成

や巡回相談員の活用による担任支援 

◯毎月１回の校内委員会開催 

◯特別支援コーディネータ－・学級

担任・特別支援担当による毎月１

回の連携会議の開催 

社会的自立に向けた進路指導・キャリア

教育・相談活動等 

◯自己の個性や適性を知り、自分らしい生

き方を実現しようとする児童の育成 

◯キャリアパスポートを活用した授

業の全学年実施 

教員の指導力・授業力の向上のための、

組織的な取組等 

 

◯図書館活用調べ学習授業月２回以上 

○児童自ら取り組む体育授業の充実、改善 

○全教員が課題を明確に校内研修実施 

◯若手教員育成のためのＯＪＴ推進 

◯各学年１回、年間６回の授業研修

の実施 

◯毎月１回以上教員による自主的な

研修会の実施 

生 

活 

指 

導 

等 

いじめ、不登校等の予防や解決に向け

た組織的な取組等 

 

○職員間の情報共有と相互支援、担任の共

感的支援、対応スキルの理解向上研修 

◯たてわり斑活動を通した勇気と思いや

りの実践 

○シャボテンログ「心すっきりカード」の

活用による状況把握と初期対応 

◯スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカー、巡回指導員、関係諸機関

との連携 

◯年間６回研修会と生活指導全体会

の実施 

◯週１回職員夕会での情報共有とス

クールカウンセラーや巡回指導員

との連絡会の実施 

基本的な生活・社会習慣、人間関係づ

くりのための心の教育等 

 

○自他を大切にする人権尊重を基盤とし

たこころの教育 

◯あいさつの徹底、丁寧で優しい言葉の励

行、前向きであたたかい教員から児童へ

の言葉がけ等言語環境の向上 

◯家庭と連携した基本的生活習慣の確立 

◯「豊かな心が育っている」と回答

する保護者 90％以上 

◯「きまりを守って生活している」

と回答する保護者 80％以上 
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危機回避能力の育成や子供の安全を

確保するための取組等 

◯計画的な「生活安全」「交通安全」「災害

安全」の指導と日常の安全指導 

◯毎月の避難訓練で自分の安全は自分で

守ることの実践と評価を通した改善 

◯「安全な学校になっている」と回

答する保護者 90％以上 

◯「新しい日常６つの約束を守るこ

とができた」と回答する児童 95％

以上 

学 

校 

の 

管 

理 

運 

営 

経営方針に基づいた、組織的な教育活

動・学校運営等 

◯教職員間の縦と横の連携を図りながら

組織的に行う教育活動、学校運営 

◯「協力して教育活動に取り組んだ」

と自ら肯定的に回答する教職員

80％以上 

子供の実態に合わせた教育目標設定

及び学校評価等 

◯区学習状況調査や国都区施策に基づく

取組の効果的な活用と分析評価、改善 

◯学習状況調査（現学年内容）平 

均正答率 80％以上 

教育環境・設備の整備状況等 

◯毎月の安全点検、年 1回の学校施設点検

学校英絵性点検訪問等を踏まえて問題

箇所のリスト化と早急な解消 

◯「環境が整っている」と回答する

保護者 95％以上 

教職員の服務の厳正の取組等 
○服務事故防止研修、モラル向上の講話、

施設設備の改善により事故防止の徹底 

○服務事故ゼロ 

教職員のライフワークバランスの取

組等 

○業務の効率化を進め勤怠システムによ

り教職員個々の超過勤務時間を把握・管

理して校務分掌の見直し 

○全教職員が年度末までに超過勤務

時間月 45時間以内 

家 

庭 

・ 

地 

域 

連 

携 

教育方針や日常の教育活動の様子な

どを伝える取組等 

◯学校だよりのペーパーレス化やホーム

ページの充実、学校配信メールの活用 

◯ホームページ更新、月２回以上 

◯学校配信メール登録率 100％ 

保護者や地域の理解や協力を得た教

育活動の推進等 

 

◯学校行事やＰＴＡ行事、地域行事を通し

た、学校・保護者・地域の密な連携 

◯地域人材を活用した学習の計画・実施 

◯スクールゾーン点検などの地域合

同行事への参加 

◯地域人材を活用した学習の各学年

年１回以上の実施 

異学年集団活動の充実等 

○委員会、クラブ、登校班による集団登校、

レインボー班(たてわり斑)活動の充実、

ＰＴＡ運営行事との連携 

○月 1回以上の公開または情報発信 

 


